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台
風
は
南
方
洋
上
で
発
達
し
、

日
本
列
島
に
や
っ
て
来
る
パ
タ
ー

ン
だ
っ
た
が
、
沿
岸
の
海
水
温
が

上
昇
す
る
と
近
海
で
発
生
し
て
強

大
化
し
て
す
ぐ
に
上
陸
す
る
傾
向

に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
月

八
日
、
台
風
30
号
ヨ
ラ
ン
ダ
の
直

撃
を
受
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ

テ
島
被
害
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
だ
。

全
壊
し
た
医
師
会
館
再
建
に
日
本

医
師
会
員
の
募
金
で
協
力
し
た
。

現
地
に
行
っ
た
際
、
高
潮
と
暴
風

の
大
波
で
船
が
沿
岸
の
建
物
の
上

に
乗
っ
て
い
て
、
東
日
本
大
震
災

の
時
に
目
の
当
た
り
に
し
た
風
景

が
脳
裏
に
甦

よ
み
が
えり
、
寒
気
が
し
た
。

線
状
降
水
帯
と
い
う
豪
雨
災
害

も
増
え
、
先
日
は
静
岡
県
で
洪
水

被
害
が
あ
っ
た
。
氷
河
が
後
退
す

る
と
押
し
寄
せ
た
土
砂
が
そ
の
ま

ま
氷
河
湖
を
形
成
し
、
大
雨
で
一

気
に
決
壊
す
る
と
下
流
に
甚
大
な

洪
水
被
害
を
起
こ
す
と
言
わ
れ

る
。

人
間
の
判
断
が
最
優
先

傷
付
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
神
話

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

言
う
が
、
今
年
は
彼
岸
花
が
咲
い

て
も
暑
く
、
そ
の
後
急
速
に
十
一

月
の
寒
さ
に
転
じ
て
、
山
に
は
ム

ラ
サ
キ
ア
ケ
ビ
が
実
り
、
口
を
開

け
て
き
た
。
平

ひ
ょ
う
そ
く仄
は
合
っ
て
き
た

が
、
半
袖
中
心
か
ら
急
い
で
長
袖

を
出
し
た
り
と
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
急
激
な
気
候
の
変
化
は
、

特
に
高
齢
者
に
は
キ
ツ
く
、
体
調

を
崩
す
方
も
い
る
。
こ
う
い
う
状

況
は
「
気
象
変
動
」
と
呼
ば
れ
、

平
均
気
温
や
海
水
温
の
極
端
な
上

下
動
に
よ
る
「
気
象
の
極
端
化
」

と
表
現
さ
れ
る
。

今
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
洪
水
は

水
が
引
か
ず
に
そ
の
ま
ま
大
き
な

湖
沼
に
変
じ
る
よ
う
な
勢
い
に

な
っ
て
い
る
。
北
米
で
は
五
大
湖

が
氷
河
湖
と
言
わ
れ
る
。ジ
ョ
ン
・

レ
ノ
ン
が
暗
殺
さ
れ
た
ダ
コ
タ
ハ

ウ
ス
に
面
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
、
鎮
座
し
て

い
る
巨
岩
た
ち
は
氷
河
が
運
ん
だ

置
き
土
産
と
い
う
。

私
た
ち
は
こ
う
い
う
圧
倒
的
な

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脅
威
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
今
後
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

日
本
の
河
川
周
囲
の
田
畑
は
遊

水
池
と
し
て
洪
水
調
整
機
能
が

あ
っ
た
。
時
々
水
が
あ
ふ
れ
、
蛇

行
し
た
河
川
の
周
り
で
は
追
肥
効

果
が
あ
り
収
量
が
増
え
る
か
ら
一

石
二
鳥
的
な
役
割
を
果
た
し
て
も

い
た
。
雷
は
窒
素
を
土
壌
に
定
着

さ
せ
て
く
れ
る
。
猛
暑
の
時
期
、

田
園
地
帯
の
水
分
を
含
ん
だ
上
昇

気
流
で
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
っ

て
雨
に
な
る
と
、気
温
も
和
ら
ぐ
。

戦
後
の
再
開
発
で
遊
水
池
を
埋

め
立
て
宅
地
造
成
す
る
都
市
化

が
、
全
国
で
進
め
ら
れ
た
。
自
然

の
摂
理
を
失
っ
た
こ
と
で
、
造
成

宅
地
だ
け
で
な
く
都
市
機
能
そ
の

も
の
が
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

化
し
た
の
だ
。
先
年

の
好
間
川
や
夏
井
川
の
洪
水
被
害

が
、
浄
水
取
り
入
れ
口
の
水
没
や

停
電
な
ど
と
重
な
っ
て
復
号
災
害

化
し
た
理
由
に
も
な
る
。

高
度
に
文
明
化
し
た
日
本
で

は
、
一
般
災
害
が
そ
の
ま
ま
複
合

化
す
る
、
従
っ
て
レ
ス
キ
ュ
ー
も

陸
海
空
だ
。
二
〇
一
五
年
九
月
九

日
に
発
災
し
た
常
総
水
害
で
は
、

利
根
川
に
鬼
怒
川
・
小
貝
川
が
合

流
し
て
水み

つ
か
い
ど
う

海
道
と
い
う
地
名
が
残

る
古
来
の
水
運
集
積
地
帯
が
水
没

し
た
。

鬼
怒
川
決
壊
部
の
上
流
側
に
病

院
、
下
流
に
市
役
所
と
病
院
が

あ
っ
た
。
次
第
に
水
没
し
た
た
め

入
院
患
者
と
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て

現
場
対
策
本
部
ま
で
も
が
避
難
移

動
し
な
が
ら
、
自
衛
隊
の
救
助

ボ
ー
ト
に
よ
る
レ
ス
キ
ュ
ー
や
転

院
作
業
を
待
っ
た
。

夜
に
重
症
者
を
外
階
段
か
ら

ボ
ー
ト
に
移
乗
さ
せ
、医
療
ス
タ
ッ

フ
が
付
き
添
い
、
転
送
先
を
探
す

の
は
大
変
な
作
業
だ
。
道
路
や
電

車
な
ど
イ
ン
フ
ラ
も
機
能
不
全
と

な
り
、
自
衛
隊
や
羽
田
か
ら
の
海

上
保
安
庁
特
救
隊
、
そ
し
て
消
防

防
災
ヘ
リ
を
総
動
員
し
て
の
住
民

吊つ

り
上
げ
避
難
が
実
行
さ
れ
た
。

寄 
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筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ル

救
助
さ
れ
た
着
の
身
着
の
ま
ま

状
態
の
住
民
の
生
活
・
健
康
支
援

は
地
域
を
超
え
た
多
職
種
チ
ー
ム

の
総
力
戦
と
な
っ
た
。
内
閣
府
と

茨
城
県
医
師
会
の
事
後
検
証
に
私

も
加
わ
っ
た
の
で
印
象
深
い
。

ご
縁
が
あ
っ
て
、
故
近
藤
洋
子

先
生
の
弟
子
の
一
員
と
し
て
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
毎
年
、
ピ
ア
ノ

の
発
表
の
機
会
を
頂
い
て
い
る
。

以
前
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
や
ラ
ヴ
ェ

ル
を
演
奏
し
て
い
た
が
、
こ
の
数

年
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
続
け
て
い

る
。
今
年
は
第
９
番
ソ
ナ
タ
、
ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書
を

書
い
た
第
８
番
「
悲ひ

そ
う愴
」
の
次
の

曲
。古

典
的
形
式
感
と
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
な
い
多
彩
な
表
現
、
見
通
し

の
立
た
な
い
世
界
で
強
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ま
と
め
上
げ
る
意
志
の

力
・
喜
び
や
哀か

な

し
み
の
心
情
ま
で

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
運
命
」

や
「
合
唱
」
は
、
絵
画
で
の
葛
飾

北
斎
の
大
波
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
級

の
人
類
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

世
界
に
浸
透
し
て
い
る
。

専
門
で
あ
る
脳
の
認
識
論
か
ら

考
え
る
と
、
紙
の
上
の
音
符
が
手

足
を
使
っ
た
楽
器

演
奏
で
波
動
に
変

換
さ
れ
て
立
ち
昇

る
様
子
に
は
、
深

い
内
容
が
あ
る
。

人
間
の
五
感
と
は

視
覚
・
聴
覚
・
嗅

覚
・
味
覚
・
触
覚

と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
受
容
体
か
ら

情
報
と
し
て
大
脳

で
統
合
さ
れ
る
。

視
覚
と
は
、
光

と
い
う
波
で
も
あ

り
粒
子
で
も
あ
る

信
号
を
眼
で
受
信
し
認
識
す
る
。

聴
覚
と
は
空
気
の
振
動
を
鼓
膜
で

受
け
て
骨
伝
導
系
か
ら
カ
タ
ツ
ム

リ
型
の
受
信
器
の
と
こ
ろ
で
内
リ

ン
パ
液
と
い
う
水
の
振
動
と
な

り
、
共
振
す
る
有
毛
細
胞
で
の
電

気
信
号
に
変
換
さ
れ
受
容
す
る
。

嗅
覚
は
鼻
粘
膜
に
直
接
伸
び
た

脳
細
胞
の
端
末
か
ら
入
力
さ
れ
、

味
覚
は
舌
の
受
容
器
か
ら
、
触
覚

も
い
く
つ
か
の
感
覚
器
か
ら
電
気

的
信
号
に
変
換
さ
れ
て
、
同
様
に

電
気
と
伝
達
物
質
を
経
て
大
脳
に

入
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
次
元
の
情

報
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

元
の
情
報
は
光
も
音
も
波
動
と
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
種
と
言
え

る
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
神
経
繊
維

で
の
電
気
信
号
と
、
細
胞
間
の
伝

達
物
質
の
連
鎖
で
大
脳
に
入
力
さ

れ
、
脳
内
で
統
合
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
る
。
こ
の
出
来
上
が
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
脳
か
ら
脳
に
ど
れ

位
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

権
威
主
義
的
政
権
に
よ
る
独
裁

や
外
部
へ
の
情
報
奪
取
や
侵
略
が

目
立
ち
、
二
十
一
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
神
話
は
大
き
く

傷
付
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
「
デ
カ
ッ
プ
リ

石
井
　
正
三

（
い
し
い
・
ま
さ
み
）

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
医

療
戦
略
研
究
所
所
長
・
代
表
理

事
、
ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大

学
院
名
誉
武
見
フ
ェ
ロ
ー
、
東

日
本
国
際
大
学
健
康
社
会
戦
略

研
究
所
所
長
・
客
員
教
授
、
医

療
法
人
社
団
正
風
会
理
事
長

読
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝

2019 年10月の台風19 号の影響で大きな被害が出
た平の平窪地区

ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
的
な
切

り
離
し
が
進
み
、
最
近
は
「
セ
グ

レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
形
で
自

由
と
民
主
主
義
の
度
合
い
で
共
通

で
き
る
同
志
が
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て

関
係
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
機

運
と
な
っ
て
い
る
。

バ
ー
チ
ャ
ル
化
な
ど
が
進
歩
と

持
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時

代
で
も
、
最
も
大
切
な
の
は
人
間

や
そ
の
判
断
が
最
優
先
さ
れ
る
べ

き
だ
と
の
思
い
を
、
こ
こ
ま
で
の

お
付
き
合
い
頂
い
た
読
者
の
皆
さ

ま
へ
の
感
謝
と
同
時
に
共
有
し
て

お
き
た
い
。
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